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• ライフサイクル思考
• ライフサイクルアセスメ
ント

• サーキュラーエコノミー
• 持続可能な消費と生産
• 新規技術の環境価値
• 環境政策
• 環境配慮行動
• シェアリングエコノミー
• 製品サービスシステム

• 新規技術のLCA手法
ラボスケールで実証された新規化合物やパイロットスケールのプロセスの環境価値を推算するために、製造プロセスのスケールアップ

を含めたLCAを実施する。市場に導入された際の状況をシナリオ分析し、新規技術の環境影響を定量化する。これまでに、有機EL、機能
性ポリマー、バイオマスプラスチックなどを扱った。

• 製品サービスやサーキュラーエコノミービジネスモデルの環境影響評価
サーキュラーエコノミーに資するビジネスモデルの環境影響評価を実施する。耐久消費財および半耐久消費財といった従来売り切り型

で生産・消費されている製品に対して、レンタルやリユースといった循環施策の環境負荷削減効果を評価する。

• 消費者行動モデル
新規技術や新規ビジネスモデルにおける消費者行動を、アンケートや被験者実験を通してモデル化する。消費者受容性と環境負荷削減

ポテンシャルを同時に評価し、サステイナブルな社会実装に向けた製品・サービス設計を提案する。

• 環境負荷削減に向けた製造プロセスや消費者行動の
改善点の抽出

• ビジネスのサーキュラー化に向けた評価
• 環境配慮ビジネスモデル設計
• 環境政策への提言

写真

技術開発、持続可能な社会形成に向けた意思決定、持続可能な消費と生産、
環境配慮行動、ビジネスモデル設計

ライフサイクル思考を基盤とした新規技術、サーキュラーエコノミーの環境影響評価手法の開発

材料・製品のライフサイクルを通した環境価値を定量評価
ライフサイクルアセスメント（LCA）を用いた製品ライフサイ

クルの環境影響評価を廃棄シナリオ分析と共に実施。海洋生分解
性かつバイオマスプラスチックの例（以下）では、戦略的に温室
効果ガス排出量低減が見込まれる地域を特定した(代表論文3)。

消費者受容性を考慮したサーキュラーエコノミービジネスモデル設計
アンケートや被験者実験を活用した製品・サービスに対する消費者

受容性分析から、消費者行動を見据えた社会実装を提案。これまで、
モビリティや家電、衣服のシェアリングサービスを対象に研究を実施。
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